
末梢血中に存在する血t血球  平成17年11月には本研究属  

長身科学  系幹細胞が血書再生を介して撒  本研究で得られた精巣は、血管  

再生医療的手法   総合研究   小打環のメンテナンスにW与す   血球系幹細胞が血t再生と神  

による、鮮血書性  
【痴呆・甘  痴呆症および虚血  の増加、および慢性止血部位の  本研究期間中にはガイドライン  

平成  平成  て   
○  2  l  ○  4  0  2  ○  l  

よび予防法の確立  4）  5〉  師・協力者  松山 知弘  
に関する研究（ヰ  

活用に要  
択に関する暮暮な臨床的情t   

床研究実施チーム  bにに、アルツ ハイマ一撃故知虚欄膚における  ルツハマ「に ける末欄血中血t血球系幹欄  として活用していくことが可能で  の可示ので、 期的観点においては績めて暮  練に間違している暮礎研究に闇   
の整儀）  する研究  駐機能低下の背tに血t性因  他機能の低下が示唆され、痴呆  あると考えている。   暮な発見、進歩であったと考え  しては統充新聞の一面トップ記  

を含む）】  子の蘭与が存在する可能性を  ている．   事として取り扱われ、社会的に  

示した。   胞機能測定の書暮を棲■した。  も非≠に大きなイン／くクトを与え  
た．   

1年Ⅶの追跡椚董により期限付  
廣にポ施策として地場包括支榛  

長専科学  き運動教皇非讐加書は鶉鸞に   センターと壬摸し、2∞8年度ま  

総合研究   でに市内12コカ所で、介Il予防  転倒予防運動敷革の暮■、効 異について地元紙河北新報に   

【痴呆・サ 
ト2一転倒tす折の予防」として   

るとキえられる訓練に●加しな  仙台市スポーツ擁興暮議会平 成18年3月29日書書手自主   転倒サ折予防遷  平成  平成     永暮 良一  ハイリスクのスリ 
活用に要  ンでこつ たRCTにより能力別運動指呼   の。 仙台市え区ではH18年度社会   

する研究  の効果を犠托したが、●加著の  禰祉協i一会が運営する書群書  

を含む）】  

軌こ伴うリスクを慎霊に判断す  
体力には反映されなかった。   サロン活動に本研究を義和こ運  

勧プログラムを導入することに  
T＿＿＿   

（1）研究目的の成よビアカウ  

（1）研究目的の成果10代女性  
の人工妊■中絶のよ少及び10  
代男女の性感染症の予防を邑  
的とする包括ケアシステムのホ  

築ができた。（2）研究戚よの学 術的 
10代の女性の人  平成  平成  子ども家   

・加糖的・社会的暮暮地 のにいて  
域各部門や撫朋お実  にも10代女性の人工妊嬢中絶、   

新遭 ♯纂  活動を活性化させるための関係 機蘭の統合・連携のための方鴫  

を包括的ケアシステムとして明ら かにした 
。また、このシステムに よ 
り、教書・医療・住民讐の自主  

的な連携・活動が行われるよう  
になった。   々、に10 代男女を支棲できるようにしてき  

た。   
代男女への性教育に疇l広い活  
用が■月練さ九る▲   



東北地方では仙台を中心に産  
料拠点痛快を鮫重し、そのほか  

市民フォーラム2004廿岡「地♯  

の病院との分娩の連携が成立し  
の分娩を考えるj仙台「お慶安  

遭行するよ婦人科医不足に如  
1．地域の農婦人科医、特に軌  

台「宮城県のこれからのお産を  
何に対処するかを各地域の実  精匿の実状を明らかにし、「良貫   

蘭こ応じ、産婦人科医の集約化  な医療を提供する体制の確立を 図るための医療法の一部を改  
を纂本とした匿徽システムをキ  正する泣坪井の蓼考責料となっ  

地域における分娩  平成  平成  子ども家   暮した。北海遭、★北書岡山  廉めない。産科匿わすか二人．   
l  0  l  0  0  0  0  l  ヰ   

Ⅶする研究  3）  5）  関村 州博  
職会（平成18年5月8日、禰 ▲市）に主任研究書が出席し本  

． 点ホ院を中心とした1約化を図  
研究成集をもとに書見を述べ  

r産科セミオープンシステム」  
ることにより、塵汁人科医の研  

♯、QOしの改暮事の有益性が あることが分かった た。3．全園各地（北海遭、仙台、 岩手■ 
。   

様々な事情を加味し、分娩≠点  
、秋田■、静岡県）で虔 のが 

科▲約化具体化した．   
痛快を中心とした、分娩システ  
ムを♯市型、地方型としてi示  

声」200も．2河北新tr医師配t  

l－ナーl  

再嶋のあおり？」   

貴tよの短編削にヰtヰ慮術 がか 

有効、不義性腰染陽性例 にUTIが有効かを多施設共同の  
ランダム化比較賦膿（R（）T）で檎  

繰膣超曹偏による頼t最短編  
証する．この成よは日本では数  

症例に対して、頸t縫編術およ  の少ない貫の書いE8Mとなり、  

ぴUr如けTIY耶hhhb払ペUTt）  それをよに日本のほとんどの施  
多施設共同ランダ  
ム化比較辞職によ  平成  平成  子ども家   本研究のように医師圭ヰの多施     の嘘内投与は妊鎗期¶征長に  頼t畏の短縮例に頬t書縮術 かび染         放が受け入れ可能な一手産予防   

岡井 崇          が有効及不■性感織  
妊蝉t理ガイドラ   3）  5）  究  
インの作成  

いては初の試みであり圃内外   
り■l貞t縫縮術とUT】のどちら  実現する事を目とする。 本研究の成果は、妊叶の生活  

が有効であるかが明らかとな  指凱＝闇する厚生行政の指I十と  

る。   
もなり、単産による農産期死亡  

や心身陣書児数をよ少させ、さ  
らに現状の川¢〕旛毅及び書門  
医師不足間欄、圃民医■兼削 漉に大いにt献する 

。   

妊■中の母親の押うつおよび鵬  
児に対する愛着は．出産後の母 のつよび子どに対  本研究は母親の親行動の間糧  
親押うおもす る発着と腑運が放められた．妊  を類型化し、親行勤の間欄に応  

雛期の押うつやま着の持ちにく   

母子間係躊書につ   
t鯵や発達相ので利で  

子ども家  さを事する母覿は、生後2年自 の子どもに対する否定的感情や   21日に．公開シンポジウム「覿  
13  3  

陣書♯決■予防の  3）  5）   
た．当日は4人のシンポジストよ  

ための墓ヰ研究  
平成 15（200  平成 17（200   庭総合研  本城 秀次  

押うつ≠向が書いと胎児への彙   
つ   

へのこ とが明らかとなった。体外受精で  トは名慶の丁にい て、母親が自分の状態を把攫す  
生まれた子どもについては、畦  るためのひとつの辛がかりとし  

眠・食事尺度、外向尺度、総得  て行く体制が必覆である。   て用いられている。   

点が斉憲に高かった。   



（1）分娩撞約5，もの女性が大  
うつホ性エピソードをiすること  

（産後うつ痛）、それが児の心理  上記の統計♯析の織よをもと に、日常の周産期■撞でできる  
的発達に軽動こ影響することが 分かつていた 

。妊娠期Ⅶ中の助 塵肺による心理介入（1回¢○分  いと思うこと（2jすでに1子ある  

子ども零   全8回のt人心理♯建と全4国 のグループセッション）の産後う   

周産期母子精神  平成  平成    北村 俊則  見長るので あろう．（2）治■医学から予防  
為割付による比較試♯を行なっ た 
．対照騨に比べ介入鮮におい てうつ痛虚標が低  

た。（2）廉縫うつ痛手防プログ  
で活用されている。   

慶後暮度指 く、またよ捜愛着陣書も低かっ   
ラムの効果判遼研究は圃内で  
は本研究が暮初のものである。   

州PC新圃欝神経芽止■書診断  
をヰ入し、鵜★切片を用いた  
FtSH法も行える中央病理診断シ  
ステムを確立した．また、従兼の  

難治性神緑芽■  神経芽Il遺伝子診断システムを  

子ども家  
改正し、新しい圃瞭リスク分句  
に遺合する診断体制を確立し  

の克服に向けたト ランスレーショナル リサーチの基盤づ  特になし．   特になし。  5t；  2  2  18  12  0  0  

くりと臨床研究ネッ  膿のための新しい予後予測爛  

トワークのれ築   DNAミニチップを間発し、民間の  
SRし株式会社に技術移tした．  
また、r神経芽址（基礎）研究会j  

を立ち上げ、我が国における神  
推算吐の札床研究ネットワーク  
構築に王事な役割をよたした。   

てんかん児量の社会的自立に   ホームページを通して、■先犠  

はてんかん発作の抑制と乳幼 児期からの知的能力の維持が  
リ、てんかん発作や抗てんかん  促進させるためには、てんかん  

主事であるが、教書・生活積憤  
において、てんかんに服する知   
繍や対処法の理♯不足や蒙族  

てんかん児玉の社   
平成  平成  が抱える痛気・学校または書臆   立場での相談著が不足してい   

3  ¢    6        15   
1丁（200  子ども家  重松 秀夫  

情動浅の確立に  んかん患者でも、てんかん治★ と平行した早期■書相場を杜絨  
関する研究   的に実施すれば、本人および蒙 族の悩みが軽減でき 

、母親を中 心とした豪族の病気・弗遵面・暮  
関に対しててんかんへの啓霊・  

事態度に対する理解が促進さ れ 啓発活動を積極的に行ってい  
、たとえ教書処遇が不適切な にTが可  

準化には至っていない。   
のシンポジウムが組まれてい  

場合も事な家臆♯書 なる 
絶と．   

る。  



保雄書を対■としたインシデント  
納董及び諸施設の取材と「攣与  

子どもの事故と事件数大別し、  
子ども（軋幼児・児壬）が受ける  

舌頭釣な外力、即ち人為的な危  
書と書図的な外力による事故の  

地域における子ど に 実証的な実態講董とその分析を  
危険を腰じ怖い思いをした手ど   

も焦る犯罪・事  平成  平成   ，■ゝ  詫間 菅平       遷しー事故・犯罪への不安J  
究   4）   への」の （キー）概念の抽出を行なった。  

子どもの安全・安心な膏成環墳  
をめざした危機t】攣（リスクマネ  
ジメント）零への実紐的研究であ  

る。   
ぎない．犯罪防止に対する保雄  
書の竃繍はある程度高いが、行  
動レベルには逢していない傾向  
がある．   戚をすすめている．   

今日、地相こおいてユニパーサ  1．保▼士・幼稚園教tl■成教  

ルサービスと仰麒＃決型のアブ ロ 
書及び近撒傷壌の書nれとのリ  

ーチをリンクさせ、潜在化した ニーズを見落とさすに ンクについての捷舌2．事蠍穫  
Ⅶの連携のあり方への捷菖3 

、確実に 書門的傾働につなげていく仕絶  
研鯵システムのれ築員体的に  

児壬橿祉施設等  平成  平成  子ども家   
みを取り入れることが求められ る 
。このためには児童橿祉施設   

D  0    0  2  ○    0  50   
究  金子 鼻糞  

の（）2） 援助に閲する研♯（繍■と演習  、 もと零魔のニーズやリスクをアセ  

スメントできる書門性、利用書が 本来必羊としている書「1的援助  
につなげていく能力雫、新たな  働する③地域で子膏て支援・■  

責先の開発・向上が不可欠であ  待予防を行うために必事とされ  

ることがわかった。   る、子雷て支橿力・他機朋との  
連携力を獲得する   

小児檀性疾患患者とその書換 の療兼環枕向上のために 
、医  

よ・橿祉・教書を連携とした東棟 システムを♯射するために 
、－  

布、ホームページ開設などの各  
通しながら臣■・福祉・教育の遵 ための法  

小児慣性特定疾   子ども零   
けではなく、鳥書家族を取り響く  

平成  平成  医療機蘭の外兼を拠点とする相 放電口を開設し、／j＼児≠性疾患 慮著とその手旗の間農点を■体   
及川 郁子  5   

究   究  て 患肴への支緩システムのための  れまでに書い内容（状 ときにアクションプログラムを段  

方法やプロセスを明らかにする  
ことができた．また、相談を通し  
て間且点や支援方法を書楕す  
ることにより、間鼠の予防、早期  ているで、 学校の連携を推進していくとき  

対処、的確な支掛こ恥ナること  
が可能である。   た．   ある。   



子ども蒙臆橿祉サービス供給体  
制の全体的、総合的な将来方  ○平成帽年10月公表の社会俣  

向とそれを換附していくに当たっ  陣書旛会児量節会におけるい  
0平成帽年度研究庇よの一部  

ての中鷺点零について、一定の  わゆる三位一体故事に闇する  
については、日本児t■年精神  

確認を得ることができた．このこ  書見暮の作成に活用。○平成 18年12月公喪の社会保騰義絶  
とは、保書、■侍、陣書、非行な  ★女♯、千葉無の児t樽従事  

子ども家  
どと■別に檎附され、相互に矛  会児玉節会と中央教書t拝金  

庸したり分断されたりしがちな子  幼児教書節会の合同部会にお  子ども書臆福祉 サービス供給体制  平成 l¢（200  平成 17（200   庭総合研  柏女 11暮          ども手臆積址サービス供給体制  本研究は政策研究のため、曲         けるいわゆる総合施設に関する   
て次世代▼支行計価  

のあり方に関する 総合的研究  4）  5）  で、大きな暮■をもつ．この基盤  間手のに． 生労働省t用均■・児暮膏鷹爬  
のうえに、■々の傷媚別システ  左通知である市町村児t家魔 相談檀助指針の兼定 

ムが毒■されることで各鶴欄の  、児童相  
丑合性も周られ、かつ、人間の  臥所運営指針の改正、子ども■  

節については、日本子ども書臆  

一生を見通した社会積址サーピ  待対応の手引きの改正に成よ  
欄牡牛余事7回全圃大会におい  

ス供給体制を手傷することがで  を活用。   
て壬璃報告予定．   

きると思われる。   

現在ヰ床紬を実鷹中である．  
2型抽露痍の増加はせ界的に鼻  

こどもに対する為応が拡大され  
¢月末に薬物投与は穐丁し、  
チーターの回収、♯析に遭む予  

小児2型♯尿膚に   
走である．小児・若年2型砧尿ホ に対する軽口血糖降下真の承   

対する織口血糖陣  
下妻については小児の承紘を  

。  

平成  平成  小児疾患  松浦 信夫  
ンスのに  柑200  17200  臨床研究  4  l■  24  0  28  m  0  0  2        隠は 外圃でも行われてなく 事   
投与i、有効性と  

心に世界で臨床行   

安全性の研究  
ている アメリカにおける2重丁   

在との比較試験カナダにおけ  1つは経でもが安全に使用でき  書陣痛経口血糖降下藁の使用  の比較拭♯青葉施し、メトホルミ  の理由で、何らのコメントもつけ       ンスンとの比  
るイリ抵抗改書藁 についで 
較拭♯、この研究は世 4で 応拡大が可能になればモに充  
界で書目の臨床試験ある。   実すると考える。   力、データが役立てられす残念  

なことである。   

本研究の目的は、多施故による  
小児ネフローゼ症撲騨の鯵■を  

ランダム化比較試験により、IgA 甲症、ステロイド抵抗性ネフロー ゼ症候群、♯回再発型ネフロー  
ゼ症候群の有効で劇作用の少   

小児難治性甘疾   治性丁疾患の遭切な藁鞠■法  
平成  を研究・開発する 

法ガイドライン作  

5200  平成 1丁200  小児疾患  香川 慄茂  

鹸体制整傭  研究実施計画暮、説明同意文  必暮な、30施放からなる、臨床 試験ネットワークを■集し、治療  t全な小児の事成という母子保 ≠の目標にも遺し社会への大  日本甘井草会誌47：790．2∝帽） を作成した（研究戚よの別刷り  き体制壬■が朽われた。今回の 試♯ではプロトコールや品質t  おこなった。現在、研究発表会 記隷集を作成中で、血書さんに  
■、アセント文書、症例量隷書、 治よ経過報告書 

、追跡測量暮、 成し  
有事事■緊急報告書を作 のが  
井の高い臨床試♯実施実  である。   

現した．   



ADHDに対するMPH有効性検討  2006年11月28日UPlネットで  
の8的で医師のみによるこ暮  ∪．S，さ¢bntkt廿●1t8J叩anO＄○  

小児科における注   
T穐法を用いた事施設共同臨 床研究を行い企暮の協力なく  診断治療ガイドラインはアルゴリ  小児科における法王欠陥／多  現時点でADHDに対して保険適 応外であるMPHを使用するに当    ADHD吊血と且してP●鵬m教授 招鴫一般公開繍漬会が全世界   

一口■d TJl■l  コア亡鳥 T′－  小児疾患   ともこ暮丁扶法を実施すること   たり、処方する小児和室が愚書  
障書に対する診断  
治療ガイドライン  1500 3）  り200 5）  臨床研究  

作成に闇する研究  
、 皮肉テスト音声版を開発した。  宮■ 祐                   用  0  63    78  8  0  0  13   

ことを書暮した。   れ濃会を開催した．mdiG■I  
一般小児科医■に即した診断  レ加no概にlOg回日本小児科学  
治■ガイドラインを作成した。   会の内容が特儀された。   

わが璃では、科学椚根拠に基づ  
いた8本人の疫学研究からのエ  
ビデンスが不足しており、既存  本研餞によって得られた知見  
のがん予防指針や勧告が必ず  

本研究において実施した生活習  は、研究班において開設した  
ホームページに‡l鼓して、Ⅷ民  

しも日本人に適用できるという 保障はなかった。本研究では、 王手な生活督すとがんとの関連  
について 

生活習t■改書によ  平成  平成  第3次対が   津金 昌一郎         、日本人を対■とした   10  丁  0  0  

発と評価   3）  5）  略研究  
こよるがん予防法がⅧ民にt  現行においてt新のものであ   

は、メタ・アナリシスによりその 影響の大きさを具体的数値とし て示した 。これらの成果は、日本  
暮雷な基礎資料となる，   

によるがんの原因に関する認繊  
人にとって効よ的1効率的な生  の緒異については、複数のメ  
活菅≠改暮によるがん予鮪の  デイアに取り上げられた。   
1体的方法を寺井するための  
必須の科学的憂慮になった．   

本研究では、新しい社会システ  
ムとしてのICTを用いたがん予  エビデンスレベルの書いがん予  
防法の基盤曇■として（》一般圃 民むけにがん予防情報攫供が  防情報を研究書のみならす一般  

四民に利用できる汀基盤を現時  

可能なオープンソースソフトウエ  用のデ 

アの開発、②匿■機関向けには 陳内ネットワ 

がん予防に有用な  平成  平成  第3次対が   ークでも導入可能 ながん予防什t提供システムを   

小山 博史  
2   

Ⅶする研究   技術（OGSA－W●b）を用いた OMIM 

、PhomGK8．PubM●d．  
より、今後雷積していくエビテン  

JSNPD8から統合横兼可能な情  
甘システムを開発し、書M的が  
ん予防研究の情報処理基盤と  
轟いエビデンス作成のための疫  
学介入研究讐に礪勤な什甘処  上に書与できる碁盤となること  

理豊丘を■傷した。   にもーばすることが期待される。   が予想でさる．   

■がんの新規吐ヰマーカ  
新規がん予防・早  （R叫Ⅰ∨．MMP－10）、G一也il  

放射線影書研究断最期追跡暮 阻＝おけるがん一次予防研究  

期発見システムを  平成  平成  第3次対が   

日揮二 巣－  加叩醜‥血中軋－10そしてがんリ   

ん予防の蘭尭研   田  5）  略研究  み合わせることによって、■が  リスャ 

究  ん予防の良いモデルが確立され  一般町民のがん予防対策lこ役 立つものとえられる 

ることを明らかにした。   ■がんリスクを表す。  することができる。  考。  



肺癌学会暮団換鯵委■会、胸  
肺がんt危険】則こおける♯り CTの用性を  

返し催♯1犠診需  ■会で作成したー化繊tによる  

檎附した縮稟、平均3．5年の■り  
返し桟診において、発見肺がん  
の中で、漬ホ性腺がんのみに  
ねg●さh粍効よを有暮に認めた  

第3次対が   がその他の組織塵では明らか   

の向上に闇する研  15  17 
0  ○   

究   新しい扶持モデル  平成  平成    土屋 了介  た。すなわち同一集団の■り返  日本中嘔馨学会、日本呼吸馨  
し機診では、漬¶性肺腺がん義  
少劫よを期待しうることが示唆さ れた 

．ヰ痍、口綾粘よ中の細胞  本胸部CT機鯵研究会の承認を  
のサイトメトリー解析が肺がん檎  
幹の対■手の選別に応用でき る可能性を示した 

。   などの繍鯵関連楕学会などに配  
布した．   ムの設立を希iした。   

狭＃♯分光内観t（N8川■汀OW  
8抑dlm叫h8）の咽噸頸一食遭  
がんに対する診断脆を鋼べるた  
めの多施設共同ランダム化比較  
拭♯の董録が終了した．日本で  

新しい診断機纏の  使用可能な小腸用カプセル内 鑓は景正・■・大膿の穐鯵には  
横診への応用とこ  遺していないが、打田不明消化  
れらを用いた診断 の上に闇す  なし   なし   」＝  24  43  ○  92  15    0  

精度向  t出血例の検診法として安か つ有用である．MRlを檎1引こ応  

る研究   用すも場合、機暮時㈹が長いこ  
と．統影が困難であることが間  

類であったが、拡散強調画像、  
書速膿像法により、MRtを癌♯  
診に用いることができる目途が  
ついた．   用が必沸である．   

がん横診で■症状の段欄でが  

んを発見し、早期に治療を開始 することが粛勤ながん対策法の  
一つと考えられる．本研究班で  

平成18年1月26日、首相官邸  

は発見が困難であり、♯治性の  
にて聞かれたBT戦略金手l第8  

書い膵がんを早期に鯵断できる  
図会台にて、内閣総理大臣、間  
係閣僚及び有離看メンバーに塩  

血液診断法の開発を行った。我  
分解能貰1分析法にて陣がん  

添忠生国立がんセンター総長か  

がん検診に有用な  患著と対照手の血攣のプロテ   
ら、本研究班で得られた成果で  

新しい瞳瘍マー   ある「プロテオーム♯析を用いた   
カーの開発  3）  5）  略研究  

付d■■（平  
オーム♯析を行い、機械学習領 にて＃がん鳥著をg4．1％  のの 発」について報告した。同会合  
（20丁／220）の判別率で鯵断でき るタン′くク千乗覆′くターンを同  

の詳鞠な内容は次のW仙こ記  

定した。さらに既存の櫨■マー  鼓されている．  た。またこれらの報遭により－  

精密機鯵を行うべき症例を効率  
カーであるC∧柑－9と組み合わ   

ht中：／／肌∧V．k▲nttli．goJp／伽／正面  
／bt／d∂i8／（k毎isi血i．hb¶l   孤立がんセンターに正確あっ  

せることで痍斯期の早期症例を 1く  
た。  

含めた闊がん症例の100カ機  
…■∴・′   



1じき六亨くIt  

遺した。鼻件的には、今後†0年 間で遽成すべき「目積」と現段薗  
において達成されるべき「基準」  2004年9月8日付けの翻日新蘭  

について、8嘱目を讐げ、標準量  に、18年虎に研究班で実施した  

鎌＃25項呂、第！期暮峯モニタノ  事前慎重の緒異に闇するt己事  

がん予防対策のた めのがん爬患 ング項目12項目を定めることが  が掲載された。声毒容として、わが  
した。また、精度の書い境内が   国の地域がん量鎌の精度で、世  

・死  平成 正  平成  3  日  祖父江 友孝   譲当なし  ヨ  35  82      7  32  0  0  0   

覆の研究   略研究  タ 書録に匹敵しているのは碓井れ  
のみであり、早熟に凪青書暮と  

の及 促遺と実務著の教育研鯵資料  しての士鋒嗜勢の壬儀が必妻  
の作成に1＃した．また」■■  であるという肯が紹介されてい  
串、死亡率の経書†、勤向分析を  る．   

実施し、縮よを公開する態勢を  
iナ＿   

本研究を遺して膵t上皮細胞の  

検体収集事義が行われ、針83 0例に及ぶ機体の保存が裾わ  
れた。現在このような膵t上皮  
細胞のストックは他に存在せ  

早期膵臓がん桟  す、今後の闊■がんの細胞群  

出マーカーの同定  平成 15（200 3）  平成 1丁（200 5）   

なし   なし   0  80  34  ○  26  20  2  0  

略研究   
された。また陣t上皮細胞をti 料としたDNAマイクロアレイ解析 及びGDNAサブトラクショシクロ  

ニングなど膵臓がんの新規分子  

診断マーカー開発lこ1暮な墓瞳  

実政が行われた。   

転移性ぷ■■の治■において、 欧米では標とれていが 
準さる、  

我が圃では全脳照射による紘  
知症の発生を危惧し、全備照射  
を行わない施設が事触存在す  

転移性騨止血に  る．本研究は、術後の全憧照射  

対する標準的治療 法権立に閲する研 究  中成 15（200 3）  平成 17（200 5）  がん臨床 研究  暮山 事正        に替わり定位放射線照射を利用 することで、生命予後を保ちつ つ、放射欄II書を抑僻ル00Lの  ほど発症しやすく、がん慮著の 化にい益々と  
がでか  

改曽、維持可能あるを秩 討するものである．これ手で、こ  
のようなランダム化比較臨床劇  
♯は行われておらす、独創的な  

研究である。   の意義は大きい。   されている．   

凛在、8本蝉人科鷹■学会で  
は、卵▲がん、体がん、子富貴  

子宮嚢がんの予  ■床12相杖♯から■作為化比 で3  
厳拭♯あるヰ床第相棚を  中であり、モれらは欄虻化抄錬  

綾南上を目指した 1学的治療法にお ける標準的化学療 汰 を遭択するプロトコールを完成さ  
行い、科学的に有効な化学療法   特になし   5  g2  28  ○  52  22      0  

の確立に関する  せてJCOG叶人科峰ヰグループ 30施設で実行している 

研究   ．   明らかになれば将来子ぎ頼が  
んガイドラインに取り入れられる  
ことになる。   



現在、抗嶋劃と同時併用放射欄  
甘盤郎術後照射の■用性に闇  

治療が広く行われている．この 治療法は中」作用を増強させるこ  
ない。現在、日≠的に行われて  

とが多く、効果をあげるための 至適併用法が不明である。本研  
究では≠穐芽細胞をカフェイン  
地理後、FISH法を用いて、劃作  
用を発生しやすい点事の簡便な   

子宮頸癌術後リン パ節転移に対する  平成  平成  がん臨床  伊★ 久夫  なし   8  28  3    4t；  2  ○  0  0   

研究   15200 3）  lT200 5）  研究  細胞を用いた暮ヰ的研究から、 至適同時併用法について検討し  
た。本■床払験では抗癌刑とし  
てシスプラチンを用いたが、その  
他の抗鳥刑についても、術前投  
与法や術後投与法で安全に使  

の浄血lこ対する暮手性がtな  
用でさるtの榛肘を兼ない、将  
兼の犠床試膿に■えた。   

進行大鵬がんに対する治■法と  嘲日新Ⅷ．2004年9月29日穐  

して、腹也≠下手術が、従来の  暮：大≠がんに対する腹腔鏡下  

間牧羊術と比概して、根治性や  政府の医よ費削減政策として、  
安全性の面での同等性およぴ   

連行大腸がんに対  
惟優♯性を示しうるかを事旛敵 共同ランダム化比較試♯ （JCOGO484）を実施中である 

に下、 がんにおいても低饅礪治療とし  ○  ○    2  0  

の根治性に閲する   3）  5）  研究  
比較研究  
する腹腔鏡下手術  平成 15（i00  平成 17（2の  がん臨床  北野 正■専        ．   

J8p即1●S●Joum●lofCllliG■t   
OnGOb丘y．2005：35（8）：475－4〃  短やこ   
に論文掲載されている。またイ  床賦麟を実施中である。   座、20（帽年3月12日間≠（名古  
ンターネット上での本研究用嶋  塵市、ウイル苧知）：からだにや  

の公開をG伽k●lTrkb．■OV．およ  さしい膿膣鏡下手術；開腹せす  

ぴUM桐にて行っている。   に回慎できる   

本研究の目的は、ミニ移櫨がフ  
ル移穐に代わって標準的同種  

暮近、♯＃血を用いたミニ移穐  

若年者骨個性遣   移■■法となりうるか否かを機   
白血ホなどの逢血攣幕性膚■  

血さ膿瘍を対■と  
の発症は50iを超えると指数闇  

托することである ミニ移穐は王  強く、クリーンルーム内で遇にす  数的に壇加する．化学ホ法の成  橘はドナーも高≠となるために   
した甘≠破壊的椚  にフル移穐が施行できない書静  移穐醜早期と移機片宿主痍や  績も限界があり、特にこの年餅  実l附こ施行可能な症例は限ら   

での長期生存率は極めて低い。  
3  I柑  8  2  5g  68    0  0  

平成 15（200  平成 1丁（200  がん臨床  谷口 鯵－  

胞移植の比較的  3）  5）   存期間の比較は、造血馨悪性  
刑の暮性は極めて低く、移檀徒  

試牡を行うprhⅦけ●ndpohtは   の同種免度反応で白血ホの治   
機討（第Ⅱ相ラン  対■症例のQOLでれ整した生存  膿瘍の治■法を遭折する繚に、  癒を8指すもので、書齢事にお  はドナーや年齢の璧を越えて同   
ダム化書機比較試  期間とした 第一段隋として 同  QOLまで加味した生存期間を評  

檀移穐Ⅶ域におけるQOし評価  
ける生存率を大きく改義する可  橿移積層欄ほ可能としJ州庸   

■）  

よる不利益まで含めた評価とな  
能性がある。   の血液治療を大きくまえる可能  

法を確立する。   りうる。  
性がある。  



TINOMOを対tとした」（：OGO403  

早期肺癌に対する休幹部定位  本研項における晶＃管理・晶＃  

放射線照射技術を用いた大牡  
保証活動の一環として、米匹  

t小分割照射法は．わが加を中  
心に蘭発された新しい治療法で  

早期肺癌治療が入味を必要とす  
ある。過去に発表された斗施政 からの報告では、その有用性が  

がん臨床  平岡 真暮  
先遣的高精度三 次元放射欄應■  平成  平成  なる．このことによる医療t削よ  

示唆されているが、本研究では 多施設共同研究を行いその環 債曇欄電行った 

■ヰ70例の症例霊錬を完了し、 覆在さらにT2NOMO杜ヰのプロト コールを作成中である 。既にTINOMO  治療規定が遵守されており、本  

。   

試♯の信爛性も十分確認され  
し、平成柑年中の■床t録開始  た．   

を月標としている。   

上顎・叫霊底がん切除後におこ  
る欠肌ま、ヰ面中央部（midhG●）  手術法の職掌化は、安全な手  
の破壊にともなう塁審的収膚書  栴を施行する上で暮暮である．  
のほか、口畦・■瞳と鶴暮内の  特に、上■・札暮底は解剖学的  
交通のため1■な合併症を生  に欄爛H封■進のたれがん切除  

上顎・頭1底がん  じ、致命的となる。これらの欠■  後には様々な欠■・変形を生じ  
の切除と再ヰ手術  平成 15（200  平成 け（200  がん臨床  波利井 清紀        の形態は多様であり、本研究班   る。これらはがん患著の術後0   

田  5）  研究  で作成した再t應の■点から鼻  特になし。   22  22  2    35  13  0  0  0   

研究  た欠♯8分オ（波刊井班分類）  遅れる原因となる。本研究は術  
は画期的と考えるまた棚鵡   式を標準化することにより丘書  
的な再t法の捷示は一次再義  の00L低下を防ぎ．早期社会  
においてのみ、遊t膿直航皮弁  慎帰を可能にした点で行政的戚  
が僧職性が書く、手技も鳥しい  よが大きいと考える。   
ので標準化に遷するとした。   

JCOG0403rTINOMO非小細胞  
肺轟に対する定位放射牡照射  

RTOGO23引こ畢洪した限鴫期小  

を用いた事施設共同臨床賦験」  
細胞肺癌に対する加速多分劃  

は、本邦で書初の高精度放射  照射法を用いた化筆触劇欄爛  

先進的ホ欄度三  がん臨床  
研究【若手   

線治■にM逢する多施設共同 試♯である 
．覆在までに各施設   

園内では小袖胞瘍に対して加速   
3    0  3  0  ○    ○   

4）   
次元放射線治療  平成 16（200   平成 1丁（200 5）     平岡薫ま  

整傭）  

に要する  いて解析を行った本研究はわ   
研究】  が国が世界をリ 

＝二▲■■◆●●二  

可能な限り早期に臨床試験の 症し 
併用■法による化学♯法／放  

例書鐘を亮丁、この治療法 のについてのが  
射♯同時併用ホ法においても  

有用性解析憫 た 
同相こ、彙助平と著書事■の日  

れる。   床試験を連行してゆく。   
米比較を行う。  



ミニ移穐においては、移櫨前処  t近、♯＃血を用いたミニ移穐  

書の方法論が確立されていな い。強い免疫抑制作用を持つが  白血痛などの造血場悪性膚膚  

若年者サ髄性遣  の治療は、ます化学療法が行わ  
霊性は少ないフルダラビン（FkJ）  

血単性癌を対暮と  
れ、その成♯も改暮されてきた。  

したサー適確壌的前  がん臨床  とブスルフアン（8∪）8rn丘／k■を仕  用する前処置が広く行われてい   しかし、★曝ヰ入不応例や再発  
研究【苦手   能が維持されていない症例では   例の予練は極めて不良で．化学  

■法の横行だけでは治癒は望  では農事量ヰかb移橿までの3－   

処置と骨≠非破壊  平成  平成     谷口 鯵－  
○  0    0  ○  0  0  0  ○   

脾移橿の比較的  に要する  （OY）かb8∪の1は軽減せ （1餌場／kE）、主に槽圭の免疫押  
い。フルの   

桟討（第Ⅱ相ラン  制日抑こ使用されている暮性が  
，51の症例に同種移橿藍療を捷  

研究】  
多く存在する。このFLけ8Uの礪 効が柾明されれば穐  

ダム化t検比較杖  強いCYを、より安全性の轟い  性同穫移 による治せがⅦ広い血書層で  
験）   FkJにたfする臨床紬を15－¢5  期待でさる 

▲と首別■広い年齢層に施行  。   能とし、血液治■の標準治★を  

し、その成l轟を評価する．   大きく嚢える可能性がある。   

本研究は、わが圃初の高相血  
庄治兼業HMG－CoA遭元酵素阻  

急遽な蔦廿化が連行により、わ  

書藁（スタテン）の脳卒中再発予  
が圃では脳血t疾息は王手な  

防効果を痍托する大規模臨床  
死因のみでなく、暮介捜看の冊  

拭♯であり、間際的にも同様の  
因ま鳥の事一位でもあることか  

臨床討欄の緒よは未報告であ  
ら、瞳卒中の予後改響に閥する  

循環静疾  る。本研究において、騰貴と高  
軌よ的な治■法の確立はわが  

脳血書疾慮の再  
患等総合   感度CRP捜査の標準化を実施   

瓜の医療や亨一社における1手  

Wob症例士線・報告システムの  る可能性が示された。王にスタ  
諜ばの一つである．本臨床試∬   

特一己事項なし  ○  2l  88  67  5  l  
止のみならす、払知癒発症押制  われた。さらに」臨卒中に間す   
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先に対する高相血  平成  平成     松本 員春  、 

中臨床研  の 鶴床拭鹸と同零レベルの研究場  
およぴ8禦生活勤作隷書の遭  

に関する研究   
究】  繊の1成零により医師土牛型  

行予防、動脈唖化の遭農相制  

大親機臨床賦サの劾寧朋で蔦  
効よを明らかにすることを目的  

晶★の実施体制盾蓋傭したこと  
としている。従って、本研究の日  
的が速成されれば、わが孤の町  

は、今後の本邦での医師主聾  
の大規犠臨床賦♯の推進に大  

民福祉の向上のみならす医膚  
費の軽減にもつながることが期  

きく薔与することが期待される。   挿される．   行った。   

わが圃で試行されている障書  
書ケアマネジメント活動の勤黒  
について、はじめての実t正的研  
究を行った。事例数、フィデリ  障書手自立支援法における相  

庫害毒ケアマネジ  平成  平成  障害保健   
テイ、繰遇期間事の間糧で摘果  
には限界がぁるが、評価ツール   

○      ○  2  0  0  0  ○   

野中 猛  ■者研♯に必事な研♯項目餞  
樽リストを抽虻し、一方で現行の  姓概していく必手性を棟起した。  

研離会実惣を調暮して、従事者  
の研捧のあり方に閲する暮礎研  
究となった．   た。   




